


詳
細
に
つ
い
て
は
四
ペ
ー
ジ
、

五
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

休
息
時
間
の
廃
止
及
び
休
憩
時

間
の
変
更
並
び
に
早
出
遅
出
勤
務

が
で
き
る
条
件
を
変
更
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

七
百
八
十
万
二
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
は
四
十
八
億
八
千
四

百
十
七
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
億
二
千
三
百
二
十
九
万
三
千

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
十

五
億
九
千
三
百
六
十
万
七
千
円
と

な
り
ま
し
た

一
千
八
百
九
十
四
万
円
を
追
加

し
、
予
算
の
総
額
は
九
億
六
十
二

万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

二
千
四
百
八
万
七
千
円
を
追
加

し
、
予
算
の
総
額
は
七
億
六
百
八

十
四
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

七
十
八
万
七
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
は
八
億
三
千
五
百
七

設
計
変
更
に
よ
り
、
契
約
額
二

億
五
百
八
十
万
円
を
二
億
四
千
四

百
八
十
九
万
六
千
七
百
五
十
円
に

変
更
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

理
事
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
う

も
の
で
す
。

市
町
村
合
併
に
伴
い
、
青
森
県

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
議
会

議
員
の
選
出
区
域
及
び
定
数
の
変

更
を
す
る
た
め
も
の
で
す
。

階
上
町
大
字
赤
保
内
地
内

一
億
九
千
百
十
万
円

株
式
会
社
竹
中
土
木
東
北
支
店

落
札
制
限
付
指
名
競
争
入
札

階
上
町
大
字
赤
保
内
地
内

一
億
二
千
百
二
十
七
万
五
千
円

株
式
会
社
角
工
務
店

落
札
制
限
付
指
名
競
争
入
札

青
森
県
乳
幼
児
は
つ
ら
つ
育
成

事
業
実
施
要
領
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

青
森
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
助
成
事
業
実
施
要
領
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第

八
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
う
整
備

及
び
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
単

価
を
改
正
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

十
八
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

次
の
陳
情
一
件
が
採
択
さ
れ
、

意
見
書
二
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。



県内 市町村対抗の第 回青森県

民駅伝競走大会が 月 日、青森市

を会場に開催され、本町からは上野

正宣監督以下 名が参加しました。

大会は県観光物産館アスパム前か

ら県総合運動公園陸上競技場までの

区間（ ）で競われ、本町は

時間 分 秒のタイムで総合第

位、町の部第 位を記録しました。

選手・役員の皆さん、大変ご苦労

様でした。来年の更なる飛躍を期待

しています。

区 間 距離（ ） 選手氏名（敬称略） タ イ ム 備 考

第 区

第 区

第 区

第 区

第 区

第 区

第 区

第 区

鹿 糠 真 人

佐 京 宗 幸

久 保 卓

平 連 悦

稲 村 安 莉

榊 善 一

金 原 万 夕

久 保 大 輔

男 子 区 間

中学生男子区間

男 子 区 間

男 子 区 間

中学生女子区間

男 子 区 間

女 子 区 間

中学生男子区間

区 間 距離（ ） 選手氏名（敬称略） タ イ ム 備 考







町内で活躍する食生活改善推進員会の新規会員を

養成するため、食生活改善推進員養成講座が 月

日、ハートフルプラザ・はしかみで開講しました。

女性 人の受講生が、栄養士や調理師等による講

話や実習を全 回にわたり受講、食の大切さを改め

て実感しました。

最終回である 月 日は修了式を行い、修了証が

授与されました。今後、希望者は同会に入会し、地

域で食を通した健康づくり活動を行っていきます。

月 日、大蛇小学校（門間光彦校長）の児童 人

が大蛇漁港で県の魚 ひらめ の稚魚 匹を放流

しました。

これは同校が毎年開催している水産教室の一環で、

稚魚放流体験活動を通して豊かな海を持つ 大蛇 の

良さの再認識と自然愛護の精神を培うことがねらい。

県八戸水産事務所の職員から ひらめ の生態やつ

くり育てる漁業の大切さを学んだ後、児童達は稚魚の

元気な成長を願いながら、丁寧に放流していました。

県の魚 ひらめ つくり育てる漁業を進める本県

を代表する魚（ 年制定）

月 日、 日、 日の 日間、石鉢ふれあい交
流館で わいわい子育て広場 が開催され、現在子
育て中の親子 組が参加しました。
親子でミニミニ運動会を楽しんだ後、お母さん達
は読み聞かせグループ うさちゃんクラブ による
絵本の読み聞かせ、助産師による子育て講話等を通
し、親子のコミュニケーションについて学習しまし
た。学習時間中は託児を実施、子どもたちは広い
ホールを元気に走り回っていました。
今回の広場を通して、お母さん達は、日頃の疲れ
やストレスを吹き飛ばし、子育てのパワーを充電し
て帰っていきました。



パロマ工業株式会社が製造した半密閉式ガス瞬間湯沸器 機種には製品の欠陥があると認められることから、

経済産業省は同社に対し、平成 年 月 日付けで消費生活用製品安全法第 条の規定に基づき、該当する製

品の点検及び回収、消費者への注意喚起、点検及び回収状況の報告を行うよう、緊急命令を発動しました。

ガス瞬間湯沸器

、 、 、 、 、

、

製品側面にある機器型式プレートを御確認下さい。

昭和 年 平成元年 月

いままでの経緯は、経済産業省の発表をご覧下さい。

田や畑など、農地を宅地や資材置場等の農地以外にするためには、その土地が農業振興地域内農用地

に入っている場合は、農地転用の前に農業振興地域内農用地からの除外申請が必要です。申請は年 回

（ 月及び 月受付開始）実施しており、 となっています。

申請及びご相談は下記までお願いします。



芸術文化展 幼児絵画・児童生徒作品・一般作品 ステージ発表

開会セレモニー
文化・スポーツ賞表彰
幼児学芸発表会
自主制作ステージ（道仏中吹奏楽部他）
アニメ映画（トトイ他）

道仏小・小舟渡小伝統芸能発表
音楽・芸能発表会
はしかみ郷土かるた大会

農産物展示即売会・消防展・商業バザー・臥牛の郷生活研究連絡
協議会実演販売・チャリティーバザー・子ども会バザー等
そば試食 日 食限定！

消防展（ 日）・野外即売所・婦人会食堂等
起震車体験、子ども広場
ゲートボール大会

会 場 発
大 渡 バ ス 停
野場中バス停
サ ン ク ス 前
石 鉢 学 習 塾
新 田 交 差 点
金山沢盤金橋
長久保バス停
伴 蔵 バ ス 停
刈 又 バ ス 停
田代新田バス停
田代局前バス停
下田代バス停
晴山沢集会所
登 切 バ ス 停
平 内 バ ス 停
登 山 口
東鳥屋部バス停
下 平 バ ス 停
野 沢 バ ス 停
会 場 着

会 場 発
会 場 着

会 場 発
法師窪バス停
上野正蔵氏宅前
上沢ハナエ氏宅前
長根勝二氏宅前
石渡口バス停
小 舟 渡 小 前
小舟渡漁港入口
駅 前 広 場
漁 協
坂 下 商 店 前
大 蛇 バ ス 停
追 越 集 会 所
横道はるゑ氏宅前
松 森 口
会 場 着

会 場 発
会 場 着



ご寄付は下記の取りまとめ者宅または社会福祉協議会までご持参ください。また、直接社協までご連絡くだされば、回収に伺います。

口座振替制度とは、ご指定の金融機関の預貯金口座から、町税等の納期限の日に自動的に振り替えて納める便利
な制度です。簡単な手続きで、安全にしかも確実に納めることができます。

最寄の金融機関、郵便局の窓口に申込用紙を備え付けてありますので、預貯金口座のある金融機関及び郵便局の
窓口でお申し込みください。申し込みをする際は、預貯金通帳とその印鑑、申し込みをされる町税等の納税通知書
等の通知番号の分かる書類をご持参ください。

青森銀行（本・支店） みちのく銀行（八戸市内） 八戸広域農業協同組合階上支店 八戸信用金庫
青森県信用漁業協同組合連合会（階上漁協） 郵便局

町県民税（普通徴収） 固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税 介護保険料

昼間留守がちな方々を対象に、夜間納税相談を実施中です。お電話での相談にも応じますので、お気軽
にご利用ください。



）内は平成 年 月 日までの額

回 目 ま で 回目以降

上 位 所 得 者

一 般

住民税非課税世帯

円）
医療費が 円）を超えたとき、超えた分の ％を
加算

円）
医療費が 円）を超えたとき、超えた分の ％を
加算

円

円）

円）

円

上位所得者 国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額などが 万円）を超え
る世帯。

平成 年 月より）

平成 年 月より最長 年間）

現役並み所得者 の人で、課税所得 万円以上 万円未満の場合（または収入合計が高齢者 人以上
の世帯で 万円以上 万円未満、高齢者 人世帯で 万円以上 万円未満と申請した場合）は、高額療
養費（高額医療費）の自己負担限度額は 一般 の限度額が適用されます。

低所得世帯の世帯員のうち一部が課税者になった世帯で、課税者が合計所得金額 万円以下で平成 年
月 日現在 歳以上の人のみの場合は、同一世帯の非課税者は申請により、高額療養費（高額医療費）の

自己負担限度額および食事療養標準負担額が 低所得 （老齢福祉年金受給者は 低所得 ）の区分が適
用されます。

平成 年 月より）

町県民税課税世帯の対象者は、医療費の自己負担分 割（ ケ月の上限額 外来は 円、入院は

円）を控除した額を支給

町県民税非課税世帯の対象者は、医療費の自己負担はなく全額支給

国保加入者で 歳未満の上位所得者（世帯の合算所得 万円以上）及び、 歳以上の町県民税課税

世帯の対象者及び、所得が一定額以上の者は、医療費の支給停止

身体障害者手帳 ・ 級の人、身体障害者手帳で内部障害（心臓・じん臓・直腸など） 級の人、愛

護手帳 の人、精神障害者保健福祉手帳 級の人で 歳未満

但し平成 年 月 日以前に受給者証又は決定通知書の交付をうけた人は対象になります。

対象者の方には受給者証又は決定通知書を送付しています。



平成 年 月より）
）内は平成 年 月 日までの額

外来 入院

外来 個人単位 世帯単位

現役並み

所 得 者

一 般

低所得

低所得

円）

円

円

円

円）

医療費が 円）を超えたとき、超えた分の ％を

加算

｛ 回目以降は 円）｝

円）

円

円

平成 年 月より）

入院医療の必要性の高い状態が継続する患

者及び回復期リハビリテーション病棟に入

院している人については食材料費相当のみ

の負担になります。

（ ）入院時生活療養（ ）を算定する病院等の

場合は 円になります。

平成 年 月より）

国保で医療を受ける人 老人保健で医療を受ける人

現役並み

所 得 者

一 般

低所得

低所得

同一世帯に課税所得が 万円以上の 歳以

上の国保被保険者または老人保健医療をうけ

る国保被保険者がいる人。ただし、 歳以上

の国保被保険者および老人保健医療を受ける

国保被保険者の収入の合計が、 人以上の場

合は 未満、 人の場合は 未満

であると申請した場合は 一般 区分と同様

になります。

同一世帯に課税所得が 万円以

上の 歳以上の人または老人保健

医療をうける人がいる人。ただし、

歳以上の人および老人保健医療

を受ける人の収入の合計が、 人

以上の場合は 未満、 人

の場合は 未満であると申

請した場合は 一般 区分と同様

になります。

現役並み所得者 低所得 低所得 以外の人

同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民

税非課税の人（低所得 以外の人）。

世帯の全員が住民税非課税の人

（低所得 以外の人）。

同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民

税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・

控除（年金の所得は控除額を として計

算）を差し引いたときに 円となる人。

世帯の全員が住民税非課税で、そ

の世帯の各所得が必要経費・控除

（年金の所得は控除額を と

して計算）を差し引いたときに

円となる人。

食費（ 食） 居住費（ 日）

一般（下記以外）

低 所 得

低 所 得

老齢福祉年金受給者

円（ ）

円

円

円

円

円

円

円



自立支援給付と地域生活支援事業で構成されます。

・ストマ及び紙おむつが補装具から日常生活用具になりました
・負担額が定率負担となり、 割が負担額となります
・現物支給から償還払方式になります
・利用者と業者の契約制になります

相談支援 移動支援

コミュニケーション支援 地域活動支援センター

日常生活用具の給付又は貸与 その他の事業

居
宅
サ
ー
ビ
ス

施

設

サ

ー

ビ

ス

居宅介護（ホームヘルプ）

重度訪問介護

行動援護

重度障害者等包括支援

児童デイサービス

短期入所（ショートステイ）

療養介護

生活介護

障害者支援施設での夜間ケア等（施設入所支援）

共同生活介護（ケアホーム）

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

就労移行支援

就労継続支援（雇用型・非雇用型）

共同生活援助（グループホーム）

移行支援

地域活動支援センター

福祉ホーム

ホームヘルプ（身 知 児 精）

デイサービス（身 知 児 精）

ショートステイ（身 知 児 精）

グループホーム（知・精）

重症心身障害児施設（児）

療護施設（身）

更生施設（身・知）

授産施設（身・知・精）

福祉工場（身・知・精）

通勤寮（知）

福祉ホーム（身・知・精）

生活訓練施設（精）

自宅で、入浴、排せつ、食事の介護等を行いま
す

重度の肢体不自由者で常に介護を必要とする人に、自宅で、入浴、排
せつ、食事の介護、外出時における移動支援などを総合的に行います

自己判断能力が制限されている人が行動するときに、危
険を回避するために必要な支援、外出支援を行います

介護の必要性がとても高い人に、居宅介護等複
数のサービスを包括的に行います

障害児に、日常生活における基本的な動作の指
導、集団生活への適応訓練等を行います

自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間
も含め施設で、入浴、排せつ、食事の介護等を行います

医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓練、
療養上の管理、看護、介護及び日常生活の世話を行います

常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ、食事の介護等
を行うとともに、創作的活動又は生産活動の機会を提供します

施設に入所する人に、夜間や休日、入浴、排せ
つ、食事の介護等を行います

夜間や休日、共同生活を行う住居で、入浴、排
せつ、食事の介護等を行います

自立した日常生活又は社会生活ができるよう、一定期間、身
体機能又は生活能力の向上のために必要な訓練を行います

一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に必
要な知識及び能力の向上のために必要な訓練を行います

一般企業等での就労が困難な人に、働く場を提供するとと
もに、知識及び能力の向上のために必要な訓練を行います

夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談や日
常生活上の援助を行います

円滑に外出できるよう、移動を支援します

創作的活動又は生産活動の機会の提供、社会と
の交流等を行う施設です

住居を必要としている人に、低額な料金で、居室等を
提供するとともに、日常生活に必要な支援を行います

介

護

給

付

訓
練
等
給
付

支
援
事
業

地
域
生
活

（注）表中の 身 は 身体障害者 、 知 は 知的障害者 、 精 は 精神障害者 、 児 は 障害児 のことです。



今年度も、高齢者の方のインフルエンザ予防接種を次により実施します。予防接種は、高齢者インフルエン
ザ発病防止や重症化防止に有効です。希望される方は、予診票に添付してある説明書を読み、効果や副作用に
ついて充分理解した上で健康状態の良い時に接種しましょう。

対 象 者

実施期間

接種場所

持 ち 物

階上町に住民登録している方で
満 歳以上、 満 歳以上 歳未満で、心臓、じん臓もしくは呼吸器の機能又はヒト免疫不

全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方

月 日 月末（各医療機関の年末診療日まで）

町内及び八戸市内の医院、病院（予防接種受託医療機関）

保険証、 予診票（保健福祉課・一部受託医療機関窓口にあります）
接種料自己負担金として 円

口座振替で国年金保険料を納めると、指定した口
座から毎月自動的に引き落とされるので手間や時間
が省けて納め忘れがなく、便利・安心・確実です。
口座振替での前納には、 年前納・ ヶ月前納が

あり、前納期間に応じて保険料が割引されます。
また、口座振替での ヶ月毎のお支払いなら、そ

の月の保険料を同月の末日に引き落とす早割制度を
利用すると月額 円の割引になりお得です（ 半額
免除の承認を受けている方は早割制度をご利用でき
ません）。
お申し込みは、

をご持参のうえ 口座振替納付申出書 を社会
保険事務所または指定する金融機関の窓口へ提出す
るだけです（社会保険事務所へ郵送も可）。
口座振替の申込用紙は納付書に綴られているほか、

市町村・各金融機関の窓口や社会保険事務所、また
は社会保険庁のホームページ（ ）
から印字することもできます。

国民年金基金は、自営業者等の方が、ゆとりを
もって老後を暮らすことができるよう、老齢基礎年
金に上乗せする公的な年金制度です。
加入できるのは、国民年金第 号被保険者（ 歳

から 歳未満までで、国民年金を納めている方）で
国民年金と両方納めることが条件です。
掛金は、加入時の年齢と選んだ型、口数によって
決まります。（掛金の月額上限は 万 千円）
また、掛金は全額、社会保険料控除、さらに受け
取る年金には公的年金等控除が適用されますので、
税制上、大変有利です。

この資金は、高校・大学等の受験前に貸付の可否を決定することで、入学後の資金についての見通しを立て
ることにより、その進学を経済的に支援し、母子家庭等の福祉を増進するための資金です。貸付を希望される
方は説明会が開催されますので、ご参加ください。

日 時 回目 月 日 午後 時 午後 時
回目 月 日 午後 時 午後 時

場 所 八戸合同庁舎 階第 会議室（八戸市尻内町）
内 容 母子・寡婦資金の概要について 質疑・応答
対象者 平成 年度において高等学校・大学・高等専門学校・各種学校等への進学を希望する母子・寡婦

家庭の方、並びに父母のいない児童・生徒を扶養している方またはその扶養されている児童・生
徒。



農業用使用済み廃プラスチック（トンネル・マルチ・ハウス用ビニール・肥料袋等）の回収を下記
の日程で行います。

梱包当り 位で、塩ビ・ポリ等に分けて行ってください。
できる限り水滴・ドロ・作物残渣等を混入しないよう搬入してください。
農薬プラボトルは容器内に農薬が残っていないようにキャップを外し、洗浄して持ち込
みください。

内 訳） 運搬費 円 処理量 円 （処理方法 サーマルリサイクル）
料金は、現金又は農協通帳より引き落としいたします。

．屋外広告物の規制
はり紙、はり札、旗、のぼり、広告板等の屋外広告物については、美観風致の維持及び公衆に対す

る危害を防止するため、屋外広告物法や青森県屋外広告物条例が定められています。

．規制内容
で広告物を表示するためには、 。

（禁止地域を除く都市計画区域）
では広告物を表示することはできません。

（第 種低層住居専用地域、県立自然公園、学校、公衆便所等）
には広告物を表示することはできません。

（道路標識、信号機、街路樹、消火栓等）

．許可の手続き
許可地域に広告物等を出そうとするときは、産業建設課土木建設グループに相談してください。
（場合によっては、規制の適用が除外される場合もあります。）
許可の期間は、広告物の種類によって異なりますが、最大で 年以内となっております。継続して
表示する場合は、必ず更新の手続きを行ってください。
広告物を表示した人は、良好な状態に保ち、必要がなくなった場合は、責任をもって取り外してく
ださい。

．屋外広告業の登録制度
屋外広告業の営業を行おうとする者は、知事の登録を受けなければなりません。



月 日 から 日 までは、秋の行政相談週間です。
毎日の生活の中で、行政に関する苦情、要望などはありませんか。行政相談員が 無料 で 秘密を厳

守 し、親身になって相談をお受けします。手紙や電話でもお受けしますので、お気軽にご相談ください。

特設合同相談日
定例相談日は、毎月第 火曜日の午後 時から午後 時まで）

不登校、いじめ、進学、その他お気軽にご相談ください（事務室と離れた部屋です）。なお、電話での
相談も下記日時で受付しております。
日 時 場 所 階上町役場 階第 会議室
相談員 橋本淳男氏（元・石鉢小学校校長）

日本司法支援センター 法テラス は、法的トラブルを解決するための情報やサービスを全国どこでも
受けられるよう、全国に ヵ所以上の事務所を置き、 月より以下の業務を開始しました。
法的トラブルを解決するのにどのような方法があるのかわからない、どこに相談すればよいのかわから

ない、といったときは、 法テラス までお気軽にお電話ください。

法テラスホームページ

青森県最低賃金は、 月 日から時間額で 円に改正されました。
最低賃金制度は、 最低賃金法 に基づき国が賃金の最低限度を定め、使用者は最低賃金より低い賃金で労
働者を働かせてはならないと定めたものです。
このため青森県最低賃金は、産業別最低賃金（ 業種）が適用される労働者を除き、県内で働くすべての労

働者（常用、臨時、パート、アルバイトを問わない）に適用されることになります。
使用者は最低賃金について常時見やすい場所に掲示をするか、他の方法で労働者に周知しなければなりません。

世紀職業財団青森事務所では、もっと安心して
働きたいあなたに、育児・介護・家事代行等のサービス
に関する地域の情報（無料）を電話でご案内しています。
相 談 日

電話番号

司法書士が皆様の相談相手になります。
日 時
電話番号

主 催 青森県青年司法書士会



月 日 から 日 までは 税を考える週間 です。

税を考える週間 とは、国を支える税について、その仕組みや役割などについて理解を深めていただき、

税について考えていただこうというもので、本年度は 少子・高齢化と税 をテーマとし、 国税電子申告・

納税システム【イータックス（ ）】 の話題を中心にお知らせします。

イータックスの詳細についてはホームページ（ ）をご覧ください。

期間中は、国税庁ホームページ（ ）に特集コーナーを開設するほか、テレビ・新聞等

による広報を行ないます。

また、八戸税務署では、関係民間団体や県・市町村と協力して次の行事を実施します。

土地を取得した方が、土地を取得した日から 年以内にその土地の上に住宅を新築した場合、または土

地を取得した日から 年以内にその土地の上にある自分で住むための建売住宅または中古住宅を取得した

場合などには、次のとおり土地の不動産取得税が軽減されます。

住宅が一定要件に該当する場合、最低 万 千円が軽減されます。

平成 年 月 日までに土地を取得していた場合、 の他に土地の税額の 分の が軽減されます。

なお、土地と住宅の取得者が異なる場合でも軽減を受けられます（中古住宅を除く）。また、これらの

軽減を受けるためには申告書の提出が必要です。

月 日 開始時間 場 所 対 象 者

八戸市内丸一丁目

五戸町下モ沢向

三戸町大字斗内字清水田

八戸税務署管内市町村の源泉徴収
義務者（青色の個人事業者を除く）
左のいずれの会場に出席してもか

まいません。

月 日 開始時間 場 所 対 象 者
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二
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小
舟
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小
学
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二
年
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大
蛇
小
学
校



右
の
期
間
中
、
県
全
体
で
防
犯
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
達
へ
の
注
意
指
導
の
徹
底

・
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
行
か
な
い

・
防
犯
ブ
ザ
ー
活
用
等

地
域
の
皆
さ
ん
の
活
動
活
発
化

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
等

万
引
き
は
犯
罪
で
す

し
な

い
・
さ
せ
な
い
・
み
の
が
さ
な
い

罰
則
（
窃
盗
罪
）

懲
役

年
以
下
又
は

万
円
以
下

の
罰
金

秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し

と
言

わ
れ
、
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
（
特
に

高
齢
者
の
死
亡
事
故
）
が
多
発
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
お
互
い
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

減
速
、
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
使
用
徹
底

明
る
い
服
装
と
反
射
材
の
着
用

道
路
の
横
断
に
注
意
す
る

夕
暮
れ
時
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

交
通
ル
ー
ル
を
守
る

消
防
本
部
に
は
平
成

年
中
に
約

件
の

番
通
報
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
の
約

件

が
ま
ち
が
い
・
い
た
ず
ら
・
問
い
合
わ

せ
な
ど
の
電
話
で
す
。

番
は
み
な
さ

ん
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
大
切

な
緊
急
電
話
で
す
。
正
し
い

番
通
報

が
災
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
第
一

歩
で
す
。

番
は
消
防
本
部
の
通
信
司
令
室
に

つ
な
が
り
ま
す
。

火
災
・
救
急
・
救
助
な
ど
の
緊
急
時

に
は
こ
ち
ら
の
問
い
か
け
に
簡
潔
に
答

え
て
く
だ
さ
い
。

火
事

か

救
急

の
区
別
を

は
っ
き
り
と

落
ち
着
い
て
住
所
（
場
所
）、
付

近
の
目
標
を

火
事

又
は

救
急

の
内
容

を
簡
単
に

あ
な
た
の
名
前
と
、
通
話
し
て
い

る
電
話
番
号
を

運
転
時
は
、
安
全
な
場
所
に
停
車

し
て
か
ら
通
報
し
て
下
さ
い
。

通
報
場
所
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

近
く
の
人
に
聞
く
か
、
周
り
の
建

物
や
看
板
、
電
柱
な
ど
を
見
て
住

所
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

通
報
後
、
消
防
本
部
か
ら
問
い
合

わ
せ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
電
源

を
切
ら
な
い
で
下
さ
い
。

番
通
話
中
に
応
急
手
当
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
適

切
な
処
置
の
た
め
に
容
態
を
お
聞
き

し
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
答
え
て

く
だ
さ
い
。

消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
て
い
て

ど
こ
に
出
動
し
て
い
る
か
知
り
た
い
時

は

で
音
声
案
内

し
て
い
ま
す
。

救
急
現
場
に
、
救
急

隊
支
援
の
た
め
消
防
車
が
出
動
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
日
の
当
番
病
院
が
知
り
た
い

時
は

で
案

内
し
て
い
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
口
や
耳
の
不
自
由

な
方
か
ら
の
緊
急
通
報
は
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
番
号

で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

番
通
報
が
入
り
、
消
防
隊
・
救
急

隊
が
出
場
し
て
帰
署
す
る
ま
で
の
シ
ス

テ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

【
日

時
】

月

日（
土
）、

日（
日
）

午
前

時
か
ら
午
後

時
ま
で

【
場

所
】

消
防
本
部
通
信
司
令
室

（
八
戸
消
防
署

階
）

【
問
い
合
わ
せ
】

消
防
本
部
指
令
救
急
課



初
夏
、
草
地
や
木
か
げ
に
茎
頂

や
枝
先
に
小
さ
な
白
い
花
を
た
く

さ
ん
集
め
た
複
散
形
花
序
を
開
く

多
年
草
で
、
高
さ
二
十

七
十

ぐ
ら
い
で
や
や
細
く
中
空
、
茎
の

下
部
の
葉
に
は
長
い
柄
が
あ
り
、

葉
身
は
軟
ら
か
く
、
三
角
形
ま
た

は
三
角
状
広
卵
形
で
鋭
く
と
が
り
、

ふ
ち
は
不
揃
い
な
深
い
き
ょ
歯
が

あ
る
。
茎
の
中
ご
ろ
お
よ
び
上
部

の
葉
は
互
生
し
、
葉
柄
は
短
く
、

さ
や
状
に
茎
を
抱
き
、
葉
身
は
小

さ
い
。

和
名
の

エ
ゾ
ボ
ウ
フ
ウ

は

え
ぞ
防
風

で
北
海
道
に
産
す

こ
と
か
ら
と
い
う
。
中
部
以
北
か

ら
北
海
道
に
分
布
す
る
と
い
う
。

根
城
南
部
、
新
田
南
部
か
ら
移

住
し
た
家
士
た
ち
は
い
ず
れ
も
中

士
（
中
位
）
以
上
の
武
士
と
な
り
、

後
半
は

甲
州
御ご

譜ふ

代だ
い

、
八
戸
御

譜
代

な
ど
と
称
さ
れ
、
藩
の
中

堅
と
し
て
何
事
に
も
優
先
す
る
待

遇
を
与
え
ら
れ
た
と
言
い
ま
す
が
、

そ
れ
ま
で
の
苦
難
の
道
は
過か

酷こ
く

な

も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
遠
野
移

住
後
、
苦
し
い
生
活
に
耐た

え
切
れ

ず
、
八
戸
へ
逃
げ
帰
っ
た
と
い
う

伝
承
の
家
系
も
あ
り
ま
す
。

現
代
ま
で
三
百
七
十
余
年
の
歳

月
が
流
れ
ま
し
た
が
、
今
で
も
八

戸
地
方
と
同
じ
姓
の
方
々
が
た
く

さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
が
、

岩
手
県
遠
野
市
地
方
の
姓
を
電
話

帳
で
調
べ
て
み
た
ら
、
新
田
（
一

一
八
）、
松
田
（
八

）、
小
向

（
三

）、
鳥
屋
部
（
二

）、
中

居
（
一
三
）、
正
部
家
（
九
）、
是

川
（
六
）、
田
面
木
（
四
）、
石
懸

（
四
）
な
ど
と
い
う
世
帯
数
で
し

た
。
絶
対
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

お
お
よ
そ
の
世
帯
が
把
握
で
き
る

の
で
す
。

こ
の
家
系
の
方
々
の
先
祖
の
ほ

と
ん
ど
は
こ
ち
ら
か
ら
移
っ
て

行
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
遠
野
市
綾
織
町
に
日
本

十
大
民
家
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
、

南
部
曲
り
家
の

千
葉
家

が
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
の
家
系
は
、
本

姓
、
桓
武
平
氏
、
平
上
総
介
良
文

流
、
千
葉
枝
族
で

丸
に
三
ツ

星

の
紋
章
を
用
い
て
お
り
ま
す
。

階
上
町
に
も

丸
に
三
ツ
星

を
用
い
て
い
る
家
系
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
桓
武
平
氏
の
流
れ

を
く
む
家
系
だ
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

馬
渕
川
と
新
井
田
川
の
下
流
に

広
が
る
八
戸
の
平
原
は
豊
穣
で
、

海
岸
は
天
然
の
良
港
で
し
た
か
ら
、

根
城
南
部
家
は
善
政
と
共
に
南
部

家
随
一
の
名
門
と
し
て
君
臨
し
て

来
ま
し
た
。

正
部
家

奨

作
・
佐
藤

明

画

白い小さな花を集めて咲く



火

水

金

土

日

火

金

土

日

日

月

金

日

月

火

水

陶芸教室閉講式

教育相談（教育課）

乳児健康診査（ 年 月 年 月生まれ）（保健福祉課）

合同相談（総務課・社会福祉協議会）

生きがい中央大学（教育課）

ふるさとかだり塾（総務課・教育課）

学芸会

剣道クラブ（教育課）

階中祭、道中文化祭

民俗資料収集館開放日（教育課）

音楽発表会

町民文化祭

剣道クラブ（教育課）

町民文化祭

剣道クラブ（教育課）

就学時健診

生きがい中央大学（教育課）

就学時健診

剣道クラブ（教育課）

支部対抗一般バレーボール大会

就学時健診

民俗資料収集館開放日（教育課）

子育てミニ講話

乳児保健相談（ 年 月 月生まれ）（保健福祉課）

歳 か月児健康診査（ 年 月 月生まれ）（保健福祉課）

陶芸作業所他

役場 階 第 会議室

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

赤保内小、登切小

町民体育館

民俗資料収集館

階上中

ハートフルプラザ はしかみ他

中央体育館

ハートフルプラザ はしかみ他

中央体育館

石鉢小、金山沢小

石鉢小

赤保内小

町民体育館

中央体育館

階上小、道仏小

民俗資料収集館

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

期間 月 日 月 日
行事等の問い合わせ【担当課】【施設】へ

林 美
み

羽
う

（邦 弘・瑞 穂）耳ケ吠西

横 道 慶
けい

（ 稔 ・有実子）荒 谷

清 水 悠
ゆう

斗
と

（基 秀・恵利子）野場中

山 根 星
せ

那
な

（進 也・真 実）野場中

晴 山 陽
ひ

直
な

太
た

（邦 広・直 子）道 仏

金田一 未
み

優
ゆ

（裕 介・千 春）野場中

腰 山 こ う（ ・蒼 前）

神 山 ヨ シ（ ・石 鉢）

田 中 ミトリ（ ・鳥屋部）

明 戸 ト ク（ ・石 鉢）

下 野 カ ヨ（ ・小舟渡）

平 島 睦 夫（ ・小舟渡）

谷 ミ ツ（ ・耳ケ吠西）

二 坂 友 吉（ ・追 越）

鹿 糠 保 藏（ ・石 鉢）

（年齢・地区名）

（父の名・母の名） （地区名）

小 幡 昌 史（石 鉢）
船 越 美 至（八 戸 市）

（住所又は元の本籍）

松 倉 浩 孝（八 戸 市）
大 下 久美子（石 鉢）
河 村 大 輔（耳ケ吠東）
下 沢 幸 子（金 山 沢）
中 城 貴 之（晴 山 沢）
佐々木 歩 美（八 戸 市）


